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1　は　じ　め　に

大豆「タチユタカ」は，倒伏抵抗性が極めて強く，難裂

英性であるため，機械収穫適応性の高い品種である。また，

形態的には分枝が少なく収量が羊茎に依存する．いわゆる

＿一に茎依存型の品種であるため，橋本ら】’の研究結果では密

櫓で多収が得られると考えられてきた。

本報告では，乾物生産の視点から「タチユタカ」の適正

な栽植密度を把握するとともに，乾物生産特仕を検討した

養1試験区の構成

Extension Service Station

結果，450kg／10a前後の安定多収を図るための二巨‾二の知

見が得られたので報告する。

2　試　験　方　法

m　試験年次；本場1988～1989年，

最北支場1987～1988年

（2）試験場所；農業試験場木場，最北支場

（3）供試品種；タチユタカ

（4）試験区の構成；（表1）

場 所 年 次 処 理 項 目 処 坪 内 零 備　　　　　　　 考
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2 閃 丁を組合 せ た要因 試験 を実施。

】9鴨
橋 種籾 （月日）
栽植密度 （本′10 a ）

5／17 5′2 5　 6′6
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2 円 仁を組 合せ た安閑 試験 を実施。

（5）調香：1987～1988年は開花期及び最大繁茂期の2凹，

部位別乾物垂，葉面積指数（LAI）を測定し，成熟期には

収昼及び収星構成要素を調査した。また，1989年には7月

L句から約1か月毎に部位別乾物垂，塵面積指数（LAl）

を測定するとともに．最大繁茂期に生産構造を把握するた

め．層別刈取りを実施した。

3　試験結果及び考察

（‖　栽植密度と収量

播種胡乱栽植密度，施肥観の3閃子を組合せて性市境の

違った大豆を栽培し，載積密度の安閑が子実収愚に及ぼす

影響を示したのが図日である。栽植密度と子実収昼との関

係は．播種期によって異なり，個体生育量の小さい晩楢で

は16，000本／10aの密椿でやや増収する傾向にある。しか

し．早播（最北支場）や標播で密椿にすると，晩楢のよう

な密植効果は認められず，逆に標椿では密椿によって減収

する傾向を示した。標楢では，本場及び最北支場ともに

12，000本／10aの栽植密度で収砲が高かった。このように．

標準的な播種期の場合，タチユタカは主茎依存型の品用に
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匡＝　栽植密度と子美東（1987－1988）

もかかわらず密植適応作の低いことが明らかとなった。

次に図2には栽栴密度と有効節数歩合の関係を示した。

8，000－12，000／10aの範囲では本場，最北支場ともに65～

70％の有効節数歩合を維持しているが，密櫓ではそれが58

％前後と人幅に低下し，裁柄密度が増加するほど有効節数

歩合の低下が大きかった。すなわち．総節数は密椿で多く

なるが．着爽節数が少なくなるために密椿による単位面積

当りの着英数増加は認められず，この着実効率の低下が帝

柄で収量が向上しない一・安閑と推察された。

（2）開花期乾物竜と収量
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人豆の／h付足は乾物重や葉面積指数（LAI）等によって

表されるが，特に収虫と関係の大きい指榛は開花期乾物lて．．

垂2’である。タチユタカでの開花期乾物蚕と収量との関係を

示したのが図3である。開花期乾物垂が340g／山まではら

乾物重の増加にしたがい収録も高くなるが．350g／ポを・〕

越えると週繁茂の影響で逆に減収する傾向が認められた。

この関係は二次曲線で近似することができ，2か年のデー

タを込みにした関数式はY＝－345．9十4．87X－0．0076XZ

であった。
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図2　栽植密度と有効節数　　国3　開花期乾物垂と収量

歩合（1988）　　　　　　　（1988～1989）

以上のように，‾主茎依′f型で分桂の少ないこのん■】柏にも

適正開花期乾物窮が作れ三するこ

とが示唆され，4nOkg／10a以卜の安定多収を目標とした場

合の開花期乾物重は280－340g／ポが適正な植であると考

えられる。

13）生長パラメータ及び坂入繁茂別の生産構造

表2に示したのが1989咋に実施した多収実証試験での牛

島パラメータの推移である。これをみると開花期前から登

熟初期にかけての個体群／暮ミ良率（CGIi）は晩楢で小さい

傾向にあるが．標楢では裁植密度による違いが判然とせず，

登熟初期までのCGIiに及ぼす栽栴密度の影響は少ないと

みられる。しかし，9月以降になると16，000本／10aの密

柄では．CGliが低下する傾向が認められ，12，000本／10a

の標柄が10．1であるのに対して8．4と小さくなり．乾物生

産の停滞が認められた。また，1．Alについても密格では標

椀に比べて9月以降の低下が人きい傾向にあった。なお，

純同化率（NAR）については晩楢で開花期前に人きかっ

たが．その後は区間屋がみられなかった。すなわち，密柄

では電熱中後期のCGR及びIJ∧lが低下して乾物生席が停

滞する後期凋落型の生育パターンを示した。

次に最大繁茂期の性席構造を把据するため，層別刈取り

蓑2　生長パラメータの推移（1989）
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図4　最大繁茂期の生産構造（1989）

法を剛、て群落構造の解析を行ったのが図4である。12，000

本／10aの標柄での群落吸光係数は．0．51と良好な受光態

勢を示しているのに対し，16，000本／10aの密楢でのそれ

は晩播及び尉播ともに0．70をHdるやや大きな値を示し，

群落巾下層部への光到達が少ないことがうかがわれた。そ

の結果，密椿では綬描及び晩播ともに地際から20cmの高さ

まで全く着乗せず，群落巾下層部での英数が少なくなり，

督熟期の／た産構造の感化がみられた。

以上「タチユタカ」はE茎型で分枝が少ないため，密

植適応性の高い占占種と考えられてきたが，16，000本／10a

の密稽栽培では開花期までの乾物／l三度は旺盛になるが，豊

熟中後期のCGIi及びLAlが低下して乾物生産の停滞がみ

られるとともに∴豊熟期の受光態勢の悪化が認められた。

このため，有効節数歩合の低下が大きくなり．密櫓による

増収効果はみられず，密植適応性の低い品種であることが

確認された。したがって，栽培に1っては密植を避け，標

播の場合12，000本／10aの栽栴密度で安定した収星が得ら

れると考えられる。

4　ま　　と　　め

（1）密柄では総節数は多くなるものの．有効節数歩合の

低下が大きく，単位両横、1りの英数増加に対する密植効果

は認められなかった。

（21開花期乾物垂と収員との間には．‾二次曲線的な関係

が認められ，100kg／】Oa以上の安定多収を図るための開花

期適正乾物垂は280－340g／ポであった。

（3）密植では登熟中後期の乾物年産が停滞し，受光態勢

も悪化することが確認された。

（4）密柄適応件は低いので，実際の栽培に当っては標播

の場合，栽植密度を12，000本／10a前後とし，密椿を避け

ることが肝要である。
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